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２２

高
専
機
構
理
事
長
懇
談
（
４
月
１６
日
）

２２

海
事
職
員
交
流
会
（
４
月
１３
日
）

３３

論
壇
「
労
働
組
合
の
効
用
」
斉
藤

善
久

　
　
　
　

   

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
准
教
授

３３

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
66
「
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
に
お
け

る
労
使
協
定
が
無
効
に
？　

～
判
例
か
ら
見
る
、

過
半
数
代
表
者
の
選
び
方
に
つ
い
て

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
弘
前
大
学

  

「
勤
め
続
け
た
い
大
学
を
目
指
し
て
」

・
新
潟
大
学

  

「
居
室
の
確
保
は
誰
の
責
任
？
」

・
奈
良
教
育
大
学
附
属
学
校
園
「「
不
適
切
」
の

   

言
葉
に
隠
さ
れ
た
「
お
か
し
さ
」
を
明
ら
か
に
」

　

国
立
大
学
等
に
お
け
る
教
育

研
究
が
高
度
化
・
多
様
化
し
、

必
要
経
費
も
増
加
し
て
い
る
一

方
で
、
運
営
費
交
付
金
は
法
人

化
時
か
ら
10
数
％
以
上
減
少
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
基
盤
的
な

運
営
費
交
付
金
の
減
少
・
不
足
が

基
礎
的
な
教
育
研
究
や
人
材
確

保
を
困
難
に
す
る
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
部
資
金
・

競
争
的
資
金
は
増
え
て
い
る
も

の
の
、
長
期
的
課
題
へ
の
対
応

に
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

各
大
学
等
で
は
人
員
の
削
減

や
研
究
費
の
削
減
に
よ
っ
て
対

応
せ
ざ
る
を
得
ず
、
各
教
員
は

研
究
資
金
獲
得
の
た
め
の
業
務

増
に
よ
る
研
究
時
間
の
減
少
や

研
究
内
容
の
制
約
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
昨
今
の
物
価
高
騰

や
賃
金
上
昇
の
中
で
各
大
学
等

十
分
＆
安
定
的
な
財
源
が
必
要

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は

４
月
24
日
と
25
日
、
国
公
立
大

学
・
大
学
共
同
利
用
機
関
・
国

立
高
専
の
運
営
費
交
付
金
の
増

額
を
求
め
て
国
会
議
員
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
衆
議
院
文
部
科

学
委
員
会
お
よ
び
参
議
院
文
教

科
学
委
員
会
に
所
属
す
る
全
て

の
議
員
に
要
請
を
行
い
、
懇
談

に
応
じ
て
頂
い
た
議
員
と
個
別

に
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

運
営
費
交
付
金
の

大
幅
増
額
必
要

物
価
高
騰
＆
賃
金
上
昇
へ
の

対
応

の
財
政
の
厳
し
さ
は
い
っ
そ
う

増
し
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
等

で
高
等
教
育
と
学
術
研
究
の
発

展
に
む
け
て
、
役
割
を
自
覚
し
、

日
々
努
力
し
て
い
る
も
の
の
、

高
度
化
・
多
様
化
す
る
教
育
研

究
を
維
持
・
発
展
さ
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る
よ

う
機
能
を
強
化
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
十
分
か
つ
安
定
的
な

財
源
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
あ

ら
た
め
て
、
基
盤
的
な
運
営
費

交
付
金
を
増
額
し
、
教
育
研
究

の
土
台
を
し
っ
か
り
支
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

各
議
員
に
、
法
人
化
以
降
の

運
営
費
交
付
金
の
推
移
や
競
争

的
配
分
が
増
え
て
い
る
状
況
、

運
営
費
交
付
金
の
減
少
・
不
足

や
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
各
大
学

等
の
教
育
研
究
や
人
材
確
保
等

に
支
障
が
生
じ
て
い
る
状
況
な

ど
を
説
明
し
、
国
立
大
学
等
が

そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
運
営
費
交
付
金
の
大
幅

な
増
額
が
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
理
解
を
求
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
た
尽
力
を
要
請
し

ま
し
た
。
懇
談
に
応
じ
て
頂
い

た
各
議
員
は
、
国
立
大
学
等
の

状
況
や
教
育
研
究
の
高
度
化
、

物
価
高
騰
に
対
応
で
き
る
運
営

費
交
付
金
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
頂
き

ま
し
た
。（
書
記
長   

永
井
信
）


